
英 語 科 学 習 指 導 案 

単元名「Program７ Research on Australia」〔学指要領：領(4)イ, 知エ(ｲ）e(a), 思ウ〕 

令和７年〇月〇日（〇） 第〇校時 〇〇教室 

〇〇立〇〇中学校 １年〇組 〇名 指導者 〇〇 〇〇 

Ｔ２ 〇〇 〇〇 

ALT 〇〇 〇〇 

Ⅰ 単元の構想 

１ 単元の目標及び生徒の実態 

 目 標 生徒の実態 
知識及び技能 ・There is[are]～.やhowの疑問文の意味

や働き、文構造を理解し、□□町を紹介
する活動において、それらを正しく用い
て、おすすめのスポットに関する情報や
その理由、自分の思いを伝え合うことが
できる。 

・１学期末の紹介活動では、多くの生徒がbe動
詞や一般動詞、can を正しく使って自分のこ
とを伝えることができた。一方で、be動詞の
疑問文では、doを用いて答えたり、疑問詞を
用いた疑問文では、疑問詞の後の語順を混同
したりする生徒もいる。 

思考力、判断力、 
表現力等 

・交流事業で□□町に滞在したアメリカ
の学生が、また□□町に訪れてくれるよ
う、おすすめのスポットに関する情報
や、その理由、自分の思いを、既習表現
を適切に用いて話すことができる。 

・教師や友達に自分のことを分かってもらうた
め、伝えたいことがある生徒は多い。また、
その単元で学習した表現は適切に用いるこ
とができるが、これまでの既習表現を想起で
きず、日本語を用いる生徒もいる。 

学びに向かう力、 
人間性等 

・交流事業で□□町に滞在したアメリカ
の学生が、また□□町に訪れてくれるよ
う、おすすめのスポットに関する情報
や、その理由、自分の思いを、既習表現
を適切に用いて話そうとする。 

・教師や友達に自分のことを伝える場面では、
生徒同士で練習したり、教師やALTに聞いて
もらったり、ICT で録音したりして、正確な
英文や発音で伝えようとしていた。 

 

２ 評価規準 

知識・技能 ○There is[are]～.やhowの疑問文の意味や働き、文構造を理解している。 
○There is[are]～.やhowの疑問文を用いて、地域にある場所やものや、そこまでの行き
方について伝える技能を身に付けている。 

思考・判断・表現 〇交流事業で□□町に滞在したアメリカの学生が、また□□町を訪れてくれるよう、おす
すめスポットに関する情報やその理由、自分の思いを整理し、既習表現を用いてまとま
りのある内容を話している。 

主体的に学習に 
取り組む態度 

〇交流事業で□□町に滞在したアメリカの学生が、また□□町を訪れてくれるよう、おす
すめスポットに関する情報やその理由、自分の思いを整理し、既習表現を用いてまとま
りのある内容を話そうとしている。 

 

３ 指導及び評価の計画 ※別紙参照 

 

４ 言語活動の価値  

1学期に町にホームステイをしたアメリカの学生に向けて、町のおすすめのスポットを紹介する言語活動は、紹
介したいスポットに関する情報やおすすめの理由、自分の思い等、複数の伝えたいことを相手により伝わるよう
に整理してまとまりのある内容を話す力の育成につながる。また、町の交流事業で一度交流した相手に伝えるた
め、明確な相手意識を持って、町を紹介する活動に自分事として取り組むことができる。町にある場所やもの、そ
の場所までの行き方等の情報を伝え合う際に、There is[are]～.の文やHow can we get to～？We[You] can get 
there by～.の文等の新出言語材料だけでなく、in （場所）や from（場所）等の前置詞を用いた語句や様子や状
態を表す形容詞、canを用いた文といった既習表現を用いることができる。また、アメリカの学生に向けての紹介
に至るまでに、友達や教師、ALTとの対話を繰り返すことで、他者が用いる英語や話す内容を参考にしながら、自
身の紹介文をよりよいものとすることができるとともに、聞き手を意識した発表をする力を伸ばすことができる。 

 

 

 

 

 



Ⅱ 本時の学習（３／８） 

１ ねらい 教科書の本文の内容や表現を参考に、町のおすすめスポットを伝え合う活動を通して、There is 

[are]～.の文を正しく用いることができるようにする。 

２ 展 開                                

主な学習活動 

予想される生徒の意識〔Ｓ〕 

○指導上の留意点 

◆評価項目（観点） 

１ Warm up （５分） 

２ 前時までの学習を振り返り、本時のめあてをつか

む。（５分） 

 

 

 

Ｓ:町の自然を気に入ってる学生がいるから、自然を楽 

しめる場所にしようかな。友達はどんな場所をおす

すめするのかな。 

○伝える目的や相手を意識して、本時の学習を進めら

れるように、第１時で紹介したアメリカの学生のア

ンケート回答をモニターに提示し、本時はどのよう

なことを伝え合うか問いかける。  

〇本時の学習の見通しを持つことができるように、め

あてを達成するための学習の進め方を問いかける。 

〇紹介する場所について必要に応じてより詳しい情

報を得られるように、□□町についてのパンフレッ

トや地図、学習用端末を用意しておく。 

２ 教科書の本文を参考に、町のおすすめスポットを

友達や教師、ALTと伝え合う。（35分） 

① 教科書の本文を読む。 

Ｓ:There is[are]～.を使って何があるのかを伝えられそ

うだ。オペラハウスやクオッカがどういうものか伝

えていることも参考にできそうだな。 

② 町のおすすめスポットを伝え合う。 

Ｓ:試しの活動で伝えた場所も自然が楽しめる場所だ

からもう一度伝えようかな。自分が知らない場所に

ついて話している友達もいるな。 

Ｓ:自然が好きなアメリカの学生だったら、友達が紹介

した場所はすごく良いと思う。もっと詳しく教えて

ほしいな。 

Ｓ:「その場所にはたくさんのテントがある」って言い

たいけれど、似たような表現が教科書にあるな。

There are a lot of tents.で大丈夫かな。 

Ｓ:キャンプの他に BBQ ができるのだったな。You can

～.を使えばできることを言えそうだ。 

Ｓ:友達は、It is a popular place.って言ってたな。私は「楽 

しいところだよ」って伝えてみようかな。 

Ｓ:好きな理由を伝えている友達もいるな。それを伝え

ると興味を持ってもらえるかも。 

 

〇There is[are]～.の使用場面や紹介する場所やものに

ついての説明に気付くことができるように、教科書

の本文で紹介の際に参考にできそうなところにつ

いて問いかける。 

〇伝える内容を再検討できるように、「試しの活動」

の際に作成したメモを用いて伝え合うよう促す。 

〇発話の機会を確保するとともに、様々な紹介の内容

や表現方法について知ることができるように、グル

ープの友達と伝え合った後は、他のグループの友達

と伝え合う機会を設ける。 

〇話し手が伝える目的や場面、相手の状況に応じた紹

介ができるように、聞き手はアメリカの学生になっ

たつもりで応答するよう促す。 

〇正確な英文で伝えることができるように、aの欠落

や複数のものを伝える際に、There are～s.が使えて

いない等の生徒の発話に間違いが多い場合には、全

体での口頭練習の機会を設け、板書する。 

〇正確に英文が発話できている生徒には、場所の詳細

を伝えることができるように、What can we do there? 

What’s ～？等問いかける。 

 

 

 

 

 

３ 本時の学習の振り返りをする。（５分） 

Ｓ:町のおすすめスポットについて伝えられるように

なった。いろいろな友達や先生たちと話すうちに、

There is[are]～.の文の使い方が分かってきた。 

 

〇学びを自覚し、次時の学習の見通しを持てるよう

に、本時の取組を称賛し、「どのようにできるよう

になったか」「何ができるようになりたいか」の視

点で振り返るよう促す。 

 

＜めあて＞ 

 町のおすすめスポットについて、友達や先生に伝え

よう。 

＜振り返り＞ 

Ｓ：自分の家の近くにあるスポットをおすすめしようと思い、教科書に「有名な場所がある」という表現があ

ったので、参考にして伝えた。「テントがたくさんある」はThere are a lot of tents.と間違えずに言うことが

できた。「～の近くにある」「10分くらいで行ける」と言いたかったが表現が分からなかったので、次は

このような情報も伝えられるようになりたい。フェアトレードについて初めて知ったことや驚いたことを

友達に伝えられました。働いているから学校に行けない子供たちがどのくらいいるのか、その子たちのた

めにできることはあるのかについてもっと知りたいと思いました。「フェアトレードの商品がたくさんあ

ったら、助けられる」と言いたかったけれど、英語の表現が分からなくて言えなかったので、言えるよう

になりたいです。 

S: There is a good place in □□.  This is （名称）.  There 

are a lot of tents.  You can enjoy camping and BBQ.  It’s 

very exciting.  

◆評価項目（知〇） 

 友達と伝え合う場面において、「□□町のおすすめ

スポットについて、There is [are]～.の文を正しく用い

て伝えることができているか」を評価する。友達と伝

え合う場面において、「世界の現状や国際協力につい

て感じたことや考えたこと、自分ができそうなこと等

を、既習表現を用いて話しているか（話そうとしてい

るか）」を評価する。 



（別紙） 

３ 指導及び評価の計画（全８時間：本時第３時）       ※指導に生かす評価○ 評定に用いる評価● 

 

※〇は、単位時間のねらいに即して、生徒の活動状況を見取る際の重点を示している。「ねらいに即して指導に 

生かす評価を行う」と記載することも考えられる（「「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資 

料」参照）。 

 

時 学習活動 知 思 態 

１ ・ホームステイアンケートの回答を基に単元の課題を設定し、「試しの活動」を通して単元

の見通しを持つ。 

 

 

 

 ○ ○ 

２ ・There is[are]～.の用法を捉え、教科書本文（Part1）の概要を把握する。 ○   

３ ・教科書の本文（Part１）の内容や表現を参考に、町のおすすめスポットを伝え合う。 ○   

４ ・how の疑問文の用法を捉え、自宅から学校や町のおすすめスポットまでの行き方につい

てやり取りする。 
○   

５ ・教科書の本文（Part２）の概要を把握し、内容や表現を参考にしながら、町のおすすめス

ポットやもの、おすすめの理由や自分の思いについてアイデアマップを基に伝え合う。 
 ○ ○ 

６ ・町のおすすめスポットについての詳しい情報や、おすすめの理由や自分の思いを整理し、

伝え合う。（動画撮影①） 
● ● ● 

７ ・友達やALTの助言を基に、紹介の内容や表現を修正し、紹介し合う。 ○ ○ ○ 

８ ・町のおすすめスポットを紹介し、単元の学習を振り返る。（動画撮影②） ● ● ● 

単元の課題 交換留学で□□町に滞在したアメリカの学生が、また□□町を訪れてくれ

るように、観光大使になって、町のおすすめスポットを紹介しよう。 


